
３月
定 例 会

VOL.44

第 40 回 臨 時 会 ２Ｐ

第 44 回定例会の動き・主な決定事項 ３Ｐ～４Ｐ

い っ ぱ ん 質 問 ５Ｐ～６Ｐ

委 員 会 報 告 ・ 議 会 日 誌 ・ 現 地 視 察 ７Ｐ

今今 回回 のの 主主 なな 内内 容容

平成28年（2016年）５月発行

編 集 伊方町議会

議会だより編集委員会

電 話 0894 - 38 - 2662



（２）

町
長
の
専
決
処
分
事
項
報
告

　
議
決
が
必
要
な
事
項
の
内
、
予
め
議

会
に
お
い
て
町
長
の
権
限
で
執
行
し
、

事
項
の
執
行
結
果
を
報
告
（
１
件
）

　
公
用
車
の
車
両
事
故
を
報
告

佐
田
岬
灯
台
公
園
整
備
工
事
請
負
契
約

の
締
結

　
契
約
金
額
　
７
，
６
８
９
万
６
千
円

　
契
約
相
手
　
堀
田
建
設
㈱
伊
方
支
店

町
道
九
町
九
町
越
線
道
路
改
良
工
事
請

負
契
約
の
変
更
締
結

　
変

更

前
　
８
，
８
３
４
万
４
千
円

　
変

更

後
　
８
，
９
４
２
万
円

　
変
更
理
由
　
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額

　
契
約
相
手
　
㈲
堀
保
組

九
丁
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
請

負
契
約
の
変
更
締
結

　
変

更

前
　
５
，
０
７
６
万
円

　
変

更

後
　
５
，
５
８
２
万
８
千
円

　
変
更
理
由
　
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額

　
契
約
相
手
　
㈲
竹
場
建
設

町
道
灘
線
道
路
改
良
工
事
請
負
契
約
の

変
更
締
結

　
変

更

前
　
５
，
４
７
５
万
６
千
円

　
変

更

後
　
５
，
２
７
６
万
６
千
円

　
変
更
理
由
　
事
業
量
変
更
に
よ
る
減
額

　
契
約
相
手
　
飛
田
建
設
㈲

町
道
宇
和
海
線
道
路
改
良
工
事
（
５
工

区
）
請
負
契
約
の
変
更
締
結

　
変

更

前
　
６
，
８
５
８
万
円

　
変

更

後
　
６
，
９
５
４
万
３
千
円

　
変
更
理
由
　
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額

　
契
約
相
手
　
藤
川
建
設
㈲

町
道
宇
和
海
線
道
路
改
良
工
事
（
３
工

区
）
請
負
契
約
の
変
更
締
結

　
変

更

前
　
９
，
８
２
８
万
円

　
変

更

後
　
９
，
７
４
６
万
３
千
円

　
変
更
理
由
　
事
業
量
変
更
に
よ
る
減
額

　
契
約
相
手
　
藤
川
建
設
㈲

町
道
田
部
高
茂
線
道
路
改
良
工
事
請
負

契
約
の
変
更
締
結

　
変

更

前
　
５
，
４
０
０
万
円

　
変

更

後
　
５
，
５
３
５
万
３
千
円

　
変
更
理
由
　
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額

　
契
約
相
手
　
㈲
竹
場
建
設

伊
方
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
請

負
契
約
の
変
更
締
結

　
変

更

前
　
５
，
９
０
７
万
６
千
円

　
変

更

後
　
６
，
１
２
２
万
４
千
円

　
変
更
理
由
　
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額

　
契
約
相
手
　
㈲
宇
都
宮
組

伊
方
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

請
負
契
約
の
変
更
締
結

　
変

更

前
　
１
億
６
，３
１
８
万
８
千
円

　
変

更

後
　
１
億
７
，１
４
０
万
４
千
円

　
変
更
理
由
　
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額

　
契
約
相
手
　
堀
田
建
設
㈱
伊
方
支
店

　災
害
時
備
蓄
品
の
取
得

　
取
得
価
格
　

１
，
３
５
８
万
６
，
４
０
０
円

　
取
得
の
相
手
　
伊
方
町
商
工
業
協
同
組
合

町
内
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
取
得

　
取
得
価
格
　
６
，
８
１
４
万
８
千
円

　
取
得
の
相
手
　
㈱
ほ
う
き
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
山
市
）

【
主
な
決
定
事
項
】

第
40
回
臨
時
会
は
、２
月
15
日
に
開

催
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第第
4400
回回
臨臨
時時
会会
報報
告告

報
　
告

請
負
契
約

蓄養池と砲台跡

伊方スポーツセンター伊方町観光物産センターきらら館

財
産
の
取
得

備蓄品の概要

調理不要米飯非常食 13,000袋

アルファ米（１袋５kg） 160個

インスタントスープ 26,000個

パンの缶詰 10,800個

飲料水（500ml） 42,500本



（３）

伊
方
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定

　
地
方
公
務
員
法
及
び
学
校
教
育
法
の

改
正
に
伴
う
一
部
改
正

伊
方
町
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

　
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
う
一
部
改
正

伊
方
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
期

末
手
当
並
び
に
費
用
弁
償
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　
国
の
指
定
職
及
び
特
別
職
並
び
に
愛

媛
県
及
び
県
内
市
町
の
特
別
職
に
準
拠

す
る
た
め
の
一
部
改
正

伊
方
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　
国
の
指
定
職
及
び
特
別
職
並
び
に
愛

媛
県
及
び
県
内
市
町
の
特
別
職
に
準
拠

す
る
た
め
の
一
部
改
正

伊
方
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　
人
事
院
及
び
愛
媛
県
人
事
委
員
会
勧

告
等
に
よ
る
一
部
改
正

伊
方
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
納
税
猶
予

に
係
る
規
定
の
整
備
及
び
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
）
の
施
行
に
伴
う
一
部

改
正

伊
方
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

　
公
民
館
運
営
審
議
会
の
設
置
及
び
構

成
の
見
直
し
に
伴
う
一
部
改
正

伊
方
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　
二
名
津
診
療
所
及
び
名
取
出
張
診
療

所
の
医
療
法
第
８
条
の
２
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
廃
止
手
続
き
の
必
要
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
る
一
部
改
正

伊
方
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
使
用

料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
が
厚
生
労
働

省
よ
り
告
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
一
部

改
正

伊
方
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
一
部

改
正

伊
方
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
要
綱
改
正

に
伴
う
一
部
改
正

伊
方
町
行
政
不
服
審
査
会
条
例
制
定

　
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
制

定行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
制
定

　
行
政
不
服
審
査
法
が
全
部
改
正
さ
れ
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
制
定

　
組
織
及
び
機
構
の
見
直
し
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備

伊
方
町
湊
浦
共
同
畜
舎
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
制
定

　
伊
方
町
湊
浦
共
同
畜
舎
の
財
産
処
分

に
伴
う
条
例
の
廃
止

伊
方
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定

　
町
の
「
組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
制

定
」
に
伴
う
一
部
改
正

第
２
次
伊
方
町
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定

　
伊
方
町
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
、
第
２

次
伊
方
町
総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

伊
方
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策

定　
過
疎
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
、
財
政
上
の
特
別
措
置
を

受
け
る
た
め
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
（
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
５
ヶ
年
計
画
）
を
策
定

議
員
派
遣
の
件

　
様
々
な
行
政
分
野
に
お
け
る
優
れ
た

先
進
事
例
を
学
び
、
本
町
の
振
興
施
策

の
参
考
と
す
る
た
め

議
会
運
営
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調

査　
議
会
閉
会
中
に
お
け
る
委
員
会
活
動

の
継
続
を
決
定

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
の
閉
会

中
の
継
続
調
査

　
議
会
閉
会
中
に
お
け
る
委
員
会
活
動

の
継
続
を
決
定

【
主
な
決
定
事
項
】








３３３月月月定定定例例例会会会ののの動動動ききき

条例15件、補正予算10件、当初予算12件
発議１件、その他5件
（すべて原案のとおり可決・承認される）

第第4444回回定定例例会会はは、、　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　３３月月７７日日～～1111日日開開催催

条

例

そ
の
他

発
　
議



（４）

平成２７年度補正予算
（単位：千円）

会　　計　　名 補正額 補正後

一般会計（第４号） 610,104 11,147,152

国民健康保険特別会計（第３号）事業勘定

直営診療施設勘定

△ 1,385,740

△ 84,433

2,056,373

517,213

学校給食特別会計（第 1号） △ 760 33,882

後期高齢者医療保険特別会計（第 2号） △ 1,439 166,551

介護保険特別会計（第 3号） △ 6,886 1,233,417

介護サービス特別会計（第 2号） △ 884 12,493

公共下水道事業特別会計（第 4号） △ 5,373 336,996

小規模下水道事業特別会計（第 4号） △ 3,407 79,260

特定地域生活排水処理事業特別会計（第4号） △ 5,891 33,380

水道事業会計（第 1号） 収益的支出 △ 11,546 320,371

資本的支出 △ 4,756 107,090

平成 28 年度　伊方町会計別当初予算
（単位：千円）

一般会計補正予算の主な内容
（単位：千円）

事　業　名 事業概要 予算額

原 子 力 災 害 対 策

防 護 施 設

設計管理委託 50,000

設 備 工 事 620,000

総 合 戦 略 事 業

移 住 ・ 定 住

促 進 等
50,644

特 産 品 Ｐ

Ｒ 、 販 売 促

進 等

29,300

区
分 会 計 名

平 成 28 年 度

当初予算額（Ａ）

平 成 27 年 度

当初予算額（Ｂ）

比　　　較

（Ａ）-（Ｂ）（Ｃ） Ｃ /Ｂ（％）

普
通
会
計

一 般 会 計 9,360,644 9,151,118 209,526 2.29

学 校 給 食 会 計 33,183 34,642 △ 1,459 △ 4.21

　 計 　 9,393,827 9,185,760 208,067 2.27

　

特

別

会

計

　

国 民 健 康 保 険 会 計 2,545,062 2,768,666 △ 223,604 △ 8.08

・事　 業　 勘　 定 2,024,313 2,170,220 △ 145,907 △ 6.72
・直営診療施設勘定 520,749 598,446 △ 77,697 △ 12.98

港 湾 整 備 事 業 会 計 52,891 38,951 13,940 35.79

後 期 高 齢 者 医 療
保 険 会 計

184,133 168,177 15,956 9.49

介 護 保 険 会 計 1,206,488 1,206,113 375 0.03

介 護 サ ー ビ ス 会 計 15,626 14,429 1,197 8.30

公 共 下 水 道
事 業 会 計

253,095 328,677 △ 75,582 △ 23.00

小 規 模 下 水 道
事 業 会 計

62,506 59,966 2,540 4.24

特 定 地 域 生 活 排 水
処 理 事 業 会 計

40,127 38,755 1,372 3.54

風 力 発 電 事 業 会 計 62,636 63,536 △ 900 △ 1.42

　 計 　 4,422,564 4,687,270 △ 264,706 △ 5.65

企業

会計
水 道 事 業 会 計 892,422 443,763 448,659 101.10

合　　計 14,708,813 14,316,793 392,020 2.74



（５）

市
町
村
が
運
営
す
る
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
で
は
、
交

通
事
故
な
ど
の
第
三
者
で
あ
る
加
害

者
の
不
法
行
為
が
原
因
で
生
じ
た
医

療
費
は
、
加
害
者
が
自
賠
責
保
険
な

ど
を
使
っ
て
全
額
負
担
す
る
の
が
原

則
で
あ
る
が
、
損
害
保
険
会
社
の
支

払
い
審
査
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
被
害
者
が
国
保
を
使
っ

て
治
療
し
た
後
、
国
保
が
加
害
者
又

は
損
保
会
社
側
に
費
用
を
請
求
す
る

第
三
者
求
償
制
度
が
あ
る
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
平
成

25
年
度
の
こ
の
制
度
の
請
求
実
績
は
、

全
国
で
約
４
万
３
千
件
。
う
ち
交
通

事
故
は
３
万
７
千
件
余
り
で
請
求
額

は
１
３
２
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
一
方
、損
保
業
界
の
ま
と
め
で
は
、

交
通
事
故
の
公
的
医
療
保
険
全
体
か

ら
の
請
求
は
10
％
程
度
で
あ
る
の
に

対
し
、
国
保
に
限
る
と
５
％
弱
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
仮
に
国
保
が
、
他
の
医
療
保
険
並

み
に
請
求
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
数

十
億
円
規
模
の
保
険
給
付
費
が
国
保

に
支
払
わ
れ
る
と
厚
生
労
働
省
は
試

算
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
国
保
の
取
り
は
ぐ
れ

は
、
市
町
村
担
当
者
の
認
識
不
足
や

交
通
事
故
の
届
け
出
が
な
く
交
通
事

故
と
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原

因
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厚
生

労
働
省
は
損
害
保
険
協
会
と
連
携
し
、

届
け
出
遅
れ
を
防
ぐ
考
え
で
あ
る
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
伊
方
町
で
は
交
通
事
故

も
含
め
第
三
者
求
償
業
務
を
愛
媛
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
委
託

し
て
い
る
が
、
こ
れ
の
問
題
の
有
無

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

第
三
者
（
他
人
）
の
行
為
に

よ
る
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り

傷
害
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
治
療

に
要
す
る
医
療
費
や
損
害
賠
償
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
そ

の
責
任
を
負
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
治
療

費
に
つ
い
て
は
、
自
賠
責
保
険
か
ら

１
２
０
万
円
を
限
度
に
、
加
害
者
の

過
失
割
合
に
応
じ
て
支
払
い
、
加
害

者
が
被
害
者
に
治
療
費
を
直
接
支
払
っ

た
場
合
は
、
加
害
者
が
自
賠
責
保
険

に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
交
通
事
故
に
よ
る
国
保
の
第
三
者

行
為
求
償
事
務
は
、
被
害
者
が
治
療

を
受
け
る
際
に
病
院
の
窓
口
で
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
提
示
し
、

国
保
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
発
生

し
、
支
払
っ
た
給
付
額
を
限
度
と
し

て
、
国
保
が
被
害
者
で
あ
る
被
保
険

者
に
代
わ
り
第
三
者
に
対
す
る
損
害

賠
償
の
請
求
権
を
取
得
し
、
支
払
っ

た
医
療
費
の
返
還
を
請
求
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
こ
の
事
務
を
愛
媛
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
委
託

し
て
い
る
が
、
国
保
加
入
者
が
交
通

事
故
な
ど
第
三
者
に
よ
る
傷
害
で
医

療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
い

か
に
町
へ
漏
れ
な
く
届
け
出
て
い
た

だ
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
こ
の
制
度
を
正
し
く

認
識
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
た

め
、
先
月
の
「
広
報
い
か
た
」
に
よ

り
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
、
定
期
的
に
広
報
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
毎
年
更
新
し
て
い
る

被
保
険
者
証
の
更
新
の
際
に
も
こ
の

制
度
を
説
明
す
る
小
冊
子
を
配
布
し
、

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
な
お
、
委
託
先
の
国
保
連
合
会
に

お
い
て
は
、
４
月
に
日
本
損
害
保
険

協
会
と
の
覚
書
を
締
結
す
る
予
定
で
、

県
下
の
協
会
関
係
団
体
に
周
知
徹
底

を
図
り
、
制
度
の
適
切
な
運
用
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
町
長
）

伊
方
発
電
所
で
は
、
伊
予
灘

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
．０
の
巨
大
地
震
発
生
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
原
子
炉

を
止
め
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
が
、

一
次
冷
却
水
の
大
量
漏
洩
を
示
し
、

全
交
流
電
源
が
喪
失
し
、
蒸
気
で
動

く
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
は

作
動
し
た
が
、
一
次
冷
却
水
が
失
わ

れ
て
い
く
状
況
で
は
ほ
と
ん
ど
機
能

し
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
処
す
る

た
め
、
可
搬
式
加
圧
ポ
ン
プ
車
等
を

使
用
し
て
、
圧
力
容
器
へ
冷
却
水
を

注
水
し
て
、
炉
心
損
傷
及
び
炉
心
貫

通
に
至
ら
せ
な
い
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

　
そ
こ
で
次
の
事
項
に
つ
い
て
お
伺

い
す
る
。

交
通
事
故
治
療
費
の

第
三
者
求
償
等
に
つ
い
て

問

答

篠川長治議員

伊
方
発
電
所
の
安
全

対

策

等

に

つ

い

て

問



（６）

①
伊
方
発
電
所
で
は
、
可
搬
式
加
圧
ポ
ン

プ
車
等
を
使
用
し
て
圧
力
容
器
へ
冷
却
水

を
注
水
し
て
、
原
子
炉
損
傷
に
至
ら
せ
な

い
設
備
を
備
え
て
い
る
が
、緊
急
事
態
に
、

可
搬
式
圧
力
ポ
ン
プ
車
等
に
よ
る
原
子
炉

容
器
へ
の
注
水
に
は
、
ポ
ン
プ
車
の
移
動

及
び
送
水
ホ
ー
ス
の
接
続
等
に
時
間
を
要

す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
常
設
の
緊
急

炉
心
冷
却
装
置
（
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
対
策
を
提

言
す
る
。

②
加
圧
ポ
ン
プ
車
等
に
よ
る
原
子
炉
容
器

へ
の
注
水
は
、
配
管
に
破
断
が
あ
っ
て
、

注
水
の
す
べ
て
が
原
子
炉
容
器
内
へ
届
か

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
送
り
込
ん
だ
水
は

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
留
ま
る
の
で
、
代

替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
注
水
と
と
も
に
原

子
炉
容
器
損
傷
防
止
の
有
効
性
が
評
価
さ

れ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

③
原
子
炉
容
器
へ
の
注
水
と
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
注
水
は
、
多
重
防
護
の
観
点

か
ら
、
２
系
統
に
よ
る
平
行
注
水
と
こ
の

作
業
要
員
の
発
電
所
敷
地
内
の
居
住
を
提

言
す
る
。

　
重
ね
て
、
伊
方
発
電
所
の
発
電
プ
ラ
ン

ト
は
強
固
な
岩
盤
に
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、

１
０
０
年
か
ら
２
０
０
年
の
間
隔
で
起
き

る
と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

発
電
所
前
面
の
中
央
構
造
線
が
連
動
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
多
重
防
護
機
能
は
必

ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ

う
な
巨
大
地
震
で
は
メ
ロ
デ
ィ
ラ
イ
ン
及

び
町
道
等
は
各
所
で
崩
落
、
地
滑
り
、
倒

木
な
ど
で
車
両
等
に
よ
る
避
難
は
困
難
に

な
る
と
思
う
。
そ
の
上
、
万
が
一
放
射
性

物
質
が
環
境
へ
放
出
す
る
よ
う
な
事
態
に

至
っ
た
場
合
、
放
射
能
被
害
は
こ
の
半
島

の
住
民
だ
け
で
な
く
、そ
の
事
故
の
ス
ケ
ー

ル
は
か
な
り
広
範
囲
に
至
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
、
再
稼
働
に
同
意
し
た
町
長
に

は
、
こ
の
こ
と
に

大
限
の
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

「
放
射
性
物
質
を
環
境
に
出
さ
な

い
対
策
」
や
「
炉
心
を
冷
却
す
る

た
め
の
対
策
」
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
基
本
原
則
に
立
ち
返
っ

て
考
え
る
べ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

①
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
四
国
電
力
が

想
定
す
る
過
酷
事
故
に
対
し
て
、
確
実
に

収
束
す
る
た
め
の
対
策
が
適
切
で
あ
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
新
規
制
基
準
に
お
い

て
は
、
事
故
は
起
こ
り
得
る
も
の
と
し
て

対
策
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て

一
次
系
配
管
の
破
断
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
炉
心
損
傷
す
る
と
い
う
事
象
に
お

い
て
も
、
注
水
に
よ
る
冷
却
、
非
常
用
発

電
機
の
機
能
喪
失
に
伴
う
電
源
車
や
代
替

ポ
ン
プ
の
確
保
等
の
対
策
を
講
じ
、

悪

の
事
態
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
対
策
が
全
て

使
え
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
対
応
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い

る
が
、
四
国
電
力
は
、
こ
れ
ら
の
基
準
を

満
た
す
た
め
の
対
策
を
講
じ
審
査
を
受
け

て
き
た
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

②
、
③
新
規
制
基
準
で
は
、
多
重
防
護
に

加
え
、「
深
層
防
護
」の
考
え
方
を
求
め
て

い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
例
え
ば
、
既
設

の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
や
高
圧
注
入
ポ
ン
プ

に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
入
の
ほ
か
、
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
、
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
、
充
て
ん
ポ
ン
プ
、
中

型
ポ
ン
プ
車
と
加
圧
車
な
ど
が
幾
層
に
も

冷
却
水
を
確
保
す
る
性
能
を
持
っ
た
設
備

を
求
め
る
も
の
で
、
重
大
事
故
が
起
き
て

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
な
ど
、
既
設

の
も
の
が
使
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
な
ど
に

よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
へ
冷
却
水
を
注
水

す
る
。

　

終
的
に
こ
の
代
替
ポ
ン
プ
で
格
納
容

器
へ
注
水
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
格
納
容
器
へ
の
注
水
を
49
分
後
ま
で

に
実
施
で
き
れ
ば
、
格
納
容
器
の
破
損
は

防
止
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、

こ
の
間
、
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
事
象
の

進
展
を
見
守
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
冷
却

水
に
つ
い
て
は
、
燃
料
取
替
え
用
水
タ
ン

ク
、
補
助
給
水
タ
ン
ク
そ
の
他
、
海
水
注

入
も
考
慮
さ
れ
て
お
り
、

終
的
に
格
納

容
器
内
に
溜
ま
っ
た
水
を
再
循
環
ユ
ニ
ッ

ト
で
冷
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
溶
け
た
燃

料
の
冷
却
と
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
手
順
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
を

後
回
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

そ
れ
を

優
先
と
し
た
対
策
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
願
い
た
い
。
さ
ら
に
、
原
子
炉

格
納
容
器
内
に
水
素
が
発
生
し
た
場
合
は
、

２
種
類
の
装
置
で
水
素
を
除
去
し
、
今
後

も
フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト
設
備
を
設
置

す
る
な
ど
、
格
納
容
器
破
損
防
止
の
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
作
業
要
員
に
つ
い
て
は
、
当
直

長
を
は
じ
め
と
す
る
運
転
員
お
よ
び
緊
急

時
の
対
応
要
員
に
よ
り
確
保
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
認
め
て

い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
新
規
制
基
準
は
、
社

会
の
風
潮
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
安
全
神

話
」
に
逆
戻
り
し
な
い
た
め
に
「
事
故
は

必
ず
想
定
外
の
こ
と
か
ら
起
こ
り
う
る
も

の
」
と
の
考
え
に
立
ち
返
り
、

悪
の
事

態
に
対
し
、ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
。

そ
の
備
え
を
要
求
し
て
い
る
基
準
で
あ
る

こ
と
を
、
是
非
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

後
に
私
は
、
昨
年
10
月
、
伊
方
３
号

機
再
稼
働
に
つ
い
て
苦
渋
の
決
断
を
し
た

が
、
震
災
後
に
町
内
に
お
い
て
は
、
少
な

か
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
環
境

に
あ
る
も
の
と
認
識
を
致
し
て
い
る
。「
基

準
を
守
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
安
全
と
い
う

も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、

私
自
身
と
し
て
も
「
安
全
神
話
」
に
陥
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
発
電
所
の
安
全
性
確

保
に
つ
い
て
不
断
に
追
求
し
て
い
く
と
と

も
に
、
住
民
避
難
計
画
に
つ
い
て
も
、
実

効
性
を
高
め
る
た
め
の
訓
練
と
検
証
作
業

を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、町
民
の
安
心
・

安
全
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組

む
所
存
で
あ
る
。

（
町
長
）

答
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　　28日　県人権対策協議会第56回定期大会（松山）

議議 会会 日日 誌誌

（７）

委 員 会 （ 協 議 会 ） 報 告

月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　要

２月９日 議会運営委員会 第40回臨時会の運営について

２月24日 議会運営委員会 第44回定例会の運営について

３月２日 議員全員協議会

１.条例の制定等について
２.第４次伊方町行政改革実施計画について
３.伊方町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について
４.第２次伊方町総合計画の策定について
５.伊方町過疎地域自立促進計画の策定について
６.佐田岬観光まちづくり計画について
７.伊方町環境基本計画の策定について
８.三崎保育所改築について
９.平成27年度伊方町一般会計補正予算（第４号）概要
10.繰越明許費について
11.その他

現

地

視

察

　
３
月
11
日
（
金
）
定
例
会
終
了
後
、
佐
田
岬
灯
台

公
園
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

四国の最西端に位置する佐田岬灯台は、年間約４万人が
訪れる町内屈指の観光施設で、来年度には点灯100年目
を迎え、記念イベントの開催が計画されていることから、
駐車場から灯台までの遊歩道の危険箇所をはじめ老朽化
したキャンプ場や蓄養池などを整備し、更なる集客力の
向上に取り組んでおります。



（８）


